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理 念 等

理 念

滋賀医科大学は、地域に支えられ、地域に貢献し、世界に羽ばたく大学として、医学・看護学の

発展と人類の健康増進に寄与することを理念とする。

使 命

１．豊かな教養、確かな倫理観、高い専門的知識を有する信頼される医療人を育成すること。

２．研究倫理と独創性を有する研究者を養成し、特色ある研究を世界に発信すること。

３．信頼と満足を追求するすぐれた全人的医療を地域に提供し、社会に貢献すること。

医学科 教育目標

医学部医学科では、本学の使命のもと、豊かな教養と確かな倫理観を備え、高度な専門的知識と

技能を有し、教育・研究・臨床等の実践の場で中心的な役割を担い、地域医療、社会福祉、国際社

会に貢献する人材の育成を目指しています。

教養と倫理観

一般教養、医の倫理、行動科学等の講義・実習を通じて、医のプロフェッショナルに求められる

豊かな人間性と確固たる倫理観を醸成する。

専門性

基礎医学、臨床医学及び社会医学等の講義・実習を通じて、医師・医学研究者になるための幅広

い知識、技能を涵養する。

科学的探究心と国際性

研究室配属、研究医養成コース、海外留学等を通じて、科学的探究心や国際的な研究・医療に貢

献する素養を養成する。

地域医療への貢献

地域医療体験実習、学内外の臨床実習等を通じて、地域医療の意義を理解し、全人的医療を地域

に提供できる能力を養成する。
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る学

、 命科学の は し し、医学に する知識 は とな 、また たな学

も まれ る。一 、医学・医療に する社会の ー は し、医学・医療の なら 、

命科学、福祉、国際医療等、 な に いて、有能な人材 求められている。 の な

の中、本学の理 に基 き、医療人に な学識・能力・技能を する素養を 、医学の

に に、また 意を て 、 の な人材を求めている。

医学の に な幅広い基礎学力と 力を有する者

なコ ーショ 能力を 、 性や 者 の いや の る者

いなる 心を 、 ら え ら解 する の る者

地域医療に い 心を 、 に の医療に貢献する意 を 者

国内外に る医学・医療研究の実践及び のために、 を通じて に 者

学 の

求める学 に た人材を するために、一般 地域医療 を 、学

地 医療 を 、 学 学 験を行 ている。地域医療 、地 医療 では、

の医療に を て し とする者を でいる。

学 学

学力 験 験 の 者に、 験 及び を行い、 験の

と して を行 。学力 験では、 学教養教育 度の 学、 理学、 学、

学及び 学 及び外国 を す。 及び では、意 、 理的 力、 解

能力、倫理観、コ ーショ 能力、 性、 ー ーシップ、 力等を する。

医学部医学科では、 プロ ・ シーに る知識と能力の を 能とする教育 を

の に 成し、提供します。

.  教育 の の

科目を医学教養科目、外国 科目、専門基礎科目 基礎科学 、専門基礎科目 医学

、専門科目 基礎医学 、専門科目 臨床・社会医学 、専門科目 臨床実習 として体

的に し、 れらを 学 から び に配 する とに 、 間を通して医のプロ

フェッショナルとして な知識、技能、倫理観及び科学的探究心を養 とを目 にした教育

を する。

.  教育 に る教育・学 に する

プロフェッショナ

間を通じて豊かな教養や医療人としての確固たる倫理観及び社会性を養 ため、行動

科学、 命・医療倫理学な を 医学教養科目を 学 から び に配 する。また、

医学教養科目に する 科目に いては、専門にかか ら 求められる ェ ッ

・ス ル 的技能 を養成する。

・ 教育 の に する

・ 学 の れに する
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専門的な医学知識に基 能力

専門科目 基礎医学 に いては、医学の基本的 の理解を るとともに

解 能力、 能力を養 ため、臨床医学との を まえた講義 の に

え、 人 で行 実習 の を実 する。専門科目 臨床・社会医学 に る臨床

科目では、 の 的理解を るため、 科目を に、 する

との 的・ 的 の えで 成する。

基本的 療技能に基 全人的医療

確かな臨床 能力を養 ため、専門科目 臨床・社会医学 に いて、 的臨床

域の 体的な を TBL で学 科目を する TBL ー 基 学習)。 ら

に、全人的医療を提供するための基本的能力を養 ため、行動科学に する 科目を医学

教養科目として 学 から 的に配 する。専門科目 臨床実習 に いては、学

臨床実習 医学 として、教 の指 のもとに 療 ー の一 とな て 療に

し、基本的臨床 技や臨床 能力を に る と できる 、 療 臨床実習を

実 する。 らに、 実践的な 療技能を できる 、医学部 属 でな 、

中 や 療 での 療 臨床実習を実 する。

コ ーショ と

医学教養科目に いて、 なコ ーショ を に る と できる

教育科目を 講する。また、本学 学科との 科目を する とに え、

専門基礎科目 医学 に いて、地域の 医療福祉 や医学部 属 に る

実習を配 する とで、 からの 教育を実 する。 の 、教育 では一

して ループ ー や TBL な の ー の を れる とに コ

ーショ 能力や する を涵養する。

地域医療 の貢献

専門科目 臨床・社会医学 に る社会医学 科目では、国内外の や

等、人 の に な社会医学の役割と に いて理解を める と できる

な講義・実習を配 する。また、 れらの社会医学 科目との を まえて、医学

教養科目に れる社会科学 科目を 学 から 的に配 する とに 、医療を

社会の一部として える を養成する。 らに、 学 から 的にプ ・

に する講義・実習を実 する とに え、地域医療教育研究 や の 療 に

いて 療 臨床実習を実 する とで、地域医療に貢献するための能力を育成する。

科学的探究心と国際的

学 から の基礎医学研究に れる 科目を配 するとともに、 ら研究 ー

を し、国内外で研究 動を行 科目を配 する とに 、す ての学 医学研

究を体験し、研究に する意 や理解力を養 会を提供する。 らに、 研究医養成コー

ス と 動する 科目の配 に 、学 の 心の 度に じて 研究に

れる を 備する。また、国際的 を養 とを目指し、 的に 教育を実 する

とともに、医学研究・臨床実習に いて れ れ海外研 の 会を提供する。

・科学技 の

し る 社会や人 知能等の ・科学技 を理解し、また れらと き

ための倫理観を に 、 れらの技 を し できる 、 間を する に

理科学・ 学・ 科学等に する 科目を配 する 理・DS・AI の医療

人育成教育プロ 。
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に た て 的に学

医学教養科目に、 能動的に学 するために な心 えや学 ・ を に る

とを目的とする 教育科目を配 する。また、医学・医療に する講義・実習

を 学 から配 し、学 の医学 の動 を 的に行 。

. 学 の の

・シ スに れた学 目 に いて、 験、実技 験、 ー 等、 的な

に 、 れ れの を 観的に する 科目 ル 。

・ 験 C BT・O SC E や医師国 験に して実 する 験等に ても 学

成 を する とに え、 プロ ・ シーに基 いて した の 成

に て学 成 を する 教育 ル 。

医学部医学科では、教育目 に める人材を育成するため、 の 間 学し、 の を

し、 のと れた知識と能力を に た学 に学 医学 の学 を します。

プロフェッショナ

豊かな人間性と確固たる倫理観を備え、 者の 場を して 的に行動し、医のプロ

フェッショナルとして の を る と できる。

専門的な医学知識に基 能力

し る基礎医学、行動科学、社会医学、臨床医学の幅広い知識を有し、 療や研究の場

で する と できる。

基本的 療技能に基 全人的医療

基本的 療技能や臨床 能力を有し、 者の える を 的に え、心理・社会的

を まえて全人的医療を実践する と できる。

コ ーショ と

なコ ーショ 能力や 性を有し、 と ・ して、 者と の 者

を する と できる。

地域医療 の貢献

国内外の ・医療・福祉に する知識を有し、地域社会・国際社会の な を まえて

医療を提供し、 の に貢献する と できる。

科学的探究心と国際的

科学的探究心を有し、基本的研究 と研究倫理を し、国際的 を て医学研究を行

い、医学・医療の に貢献する と できる。

・科学技 の

人 等の シーを備え、人 知能等の ・科学技 に する知識を有し、

医学研究・医療に する と できる。

に た て 的に学

に た て 的に学 を有し、 者とともに研 する と できる。

・ の に す る

- 3 - 

専門的な医学知識に基 能力

専門科目 基礎医学 に いては、医学の基本的 の理解を るとともに

解 能力、 能力を養 ため、臨床医学との を まえた講義 の に

え、 人 で行 実習 の を実 する。専門科目 臨床・社会医学 に る臨床

科目では、 の 的理解を るため、 科目を に、 する

との 的・ 的 の えで 成する。

基本的 療技能に基 全人的医療

確かな臨床 能力を養 ため、専門科目 臨床・社会医学 に いて、 的臨床

域の 体的な を TBL で学 科目を する TBL ー 基 学習)。 ら

に、全人的医療を提供するための基本的能力を養 ため、行動科学に する 科目を医学

教養科目として 学 から 的に配 する。専門科目 臨床実習 に いては、学

臨床実習 医学 として、教 の指 のもとに 療 ー の一 とな て 療に

し、基本的臨床 技や臨床 能力を に る と できる 、 療 臨床実習を

実 する。 らに、 実践的な 療技能を できる 、医学部 属 でな 、

中 や 療 での 療 臨床実習を実 する。

コ ーショ と

医学教養科目に いて、 なコ ーショ を に る と できる

教育科目を 講する。また、本学 学科との 科目を する とに え、

専門基礎科目 医学 に いて、地域の 医療福祉 や医学部 属 に る

実習を配 する とで、 からの 教育を実 する。 の 、教育 では一

して ループ ー や TBL な の ー の を れる とに コ

ーショ 能力や する を涵養する。

地域医療 の貢献

専門科目 臨床・社会医学 に る社会医学 科目では、国内外の や

等、人 の に な社会医学の役割と に いて理解を める と できる

な講義・実習を配 する。また、 れらの社会医学 科目との を まえて、医学

教養科目に れる社会科学 科目を 学 から 的に配 する とに 、医療を

社会の一部として える を養成する。 らに、 学 から 的にプ ・

に する講義・実習を実 する とに え、地域医療教育研究 や の 療 に

いて 療 臨床実習を実 する とで、地域医療に貢献するための能力を育成する。

科学的探究心と国際的

学 から の基礎医学研究に れる 科目を配 するとともに、 ら研究 ー

を し、国内外で研究 動を行 科目を配 する とに 、す ての学 医学研

究を体験し、研究に する意 や理解力を養 会を提供する。 らに、 研究医養成コー

ス と 動する 科目の配 に 、学 の 心の 度に じて 研究に

れる を 備する。また、国際的 を養 とを目指し、 的に 教育を実 する

とともに、医学研究・臨床実習に いて れ れ海外研 の 会を提供する。

・科学技 の

し る 社会や人 知能等の ・科学技 を理解し、また れらと き

ための倫理観を に 、 れらの技 を し できる 、 間を する に

理科学・ 学・ 科学等に する 科目を配 する 理・DS・AI の医療

人育成教育プロ 。

− 4 −



- 5 - 

学

の社会は、高 、 、国際 な とともに 等 きな 、 学は、

した社会の に した しい教育研究体 を確 する ます。

医科 学は を中心とした地域医療や に幅広 貢献して ます 、 の本学の

には、 学する学 の の とともに、 する人材の で ます。 に、 の学

の専門知識や社会 験等を有する 学 者を学 として え れる とは、教育・研究の

性 に いに役 とと えています。

のために、 学での学 験や の社会 験を通じて ましい医師 を 確に した い

学意 を た学 を に 学 て、 学 と に する とに 、社会に

求められる全人的な医療を担える医師や な研究者を養成します。

医学部医学科

の のい れかに し、 、 した は、 学を る

学 外国の の 学を を した者及び までに

の者。た し、医学部医学科の 者及び 学者を 。

学 外国の 学 を の は を した者及び

までに の者。た し、 学の医学部医学科の 者及び 学者を 。

学 教育 の に 学 の学 を れた者及び

までに れる の者。

外国の に たない 学を は で の は、 に て

を行います。 を るための きに いては、 ー を して い。

人

学
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間

の提 及び 会

520-2192  滋賀 大

滋賀医科大学 学 学   077-548-2071

等 ※は本学 の

      等 備                

学     ※ ー の の 意 を の え して

い。

験 ・    ※ か 内に した 、 、 ×
のもの を に して い。

成 学部

学
学 学部 成し、 したもの。 大学に 学した

に ては、 学 の大学等の す。

な 、 までに の者は、

での成 とします。

また、 に る 者に いては、学 に提 した

成 と のものを提 して い。

大学
学 学部 成し、 したもの。 大学に 学した

に ては、 学 の大学等の す。

大学 の は す。 た し、 学を に 学

を したものは、 学 の成 者

は の成 も提 して い。

または

学部

学
学 学部 成したもの。

な 、 に る 者に いては、学 は学

理 を提 して い。

大学
学 学部 成したもの。

大学 の は す。

た し、 学を に 学 を を したもの

は、 学 の も提 して い。

       ※

本学 の を いて、 として 学 るいは 学 の指 教

に る を求めます。

の は本学 ー ー から ロー して い。

https://www.shiga-med.ac.jp/admission/undergraduate/requirements
な 、 内 に いて 者に い る と ます。

     ※

本学 の を いて、本学 の 動 、及び医学 の貢献に

いての に いて、 て 1,200 度で 成する とを求め

ます。 の 類 の を の え 成して

い。
の は本学 ー ー から ロー して い。

https://www.shiga-med.ac.jp/admission/undergraduate/requirements
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学

の社会は、高 、 、国際 な とともに 等 きな 、 学は、

した社会の に した しい教育研究体 を確 する ます。

医科 学は を中心とした地域医療や に幅広 貢献して ます 、 の本学の

には、 学する学 の の とともに、 する人材の で ます。 に、 の学

の専門知識や社会 験等を有する 学 者を学 として え れる とは、教育・研究の

性 に いに役 とと えています。

のために、 学での学 験や の社会 験を通じて ましい医師 を 確に した い

学意 を た学 を に 学 て、 学 と に する とに 、社会に

求められる全人的な医療を担える医師や な研究者を養成します。

医学部医学科

の のい れかに し、 、 した は、 学を る

学 外国の の 学を を した者及び までに

の者。た し、医学部医学科の 者及び 学者を 。

学 外国の 学 を の は を した者及び

までに の者。た し、 学の医学部医学科の 者及び 学者を 。

学 教育 の に 学 の学 を れた者及び

までに れる の者。

外国の に たない 学を は で の は、 に て

を行います。 を るための きに いては、 ー を して い。

人

学
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      等 備                

確   ※
に

学 3 0 , 0 0 0 を、 本学 の ・ に

を使 し、 から の

間に 行で 、 を た を

してく 。

験   ※ を し、344 の を して い。

て       ※ 通知を る を して い。

は、は ないで い。

に いて、や を ない に 指 教 に できない場 は、 の理 を 学

に する とで、 を て を る の でも とします。

及び は、 に じて ても いま 。

に る の は めま 。また、 理した は、理 のいか にかか

ら できま 。

に の をした者に いては、 学 で ても 学 を す と ます。

の場

等を まとめ、 の の に ・ で して

い。

の場

ー の の提 に して い。

間は 、 及び を から までです。

留意

験 は、 中 に、 者 に します。

までに しない場 は、 ー の の 会 まで

して い。

を有する等、 験 及び 学 の配 を とする 能性 る場 は、 に

までに ー の の 会 し て い。な 、

等の 度 度の場 は、 までとします。また、 の 等で

に とな た場 は、できる して い。

学 者 の に いて

学 の 者は のと です。 のい れかに しない者は理 の

いか を は行いま 。 する者は、 ー の 会

までに し て い。

を い しなか た 等を提 しなか た は 理

れなか た 者

を て に い 者
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学者の は、 者全 に して 験を、 験 者に して 験を、

れ れ のと 実 して行います。 者は、 験及び 験の を

して します。た し、す ての 験科目等を 験していな れ 、 者にはなれま 。

学力 験に し、 人 の 人を らない の 験の 者を

します。た し、 の 験科目を 験していな れ 、 者にはなれま 。

験 等

            間   験  科  目 配

2 0 0  

外  国  

    
1 0 0  

は、医学 に な知識を するため、 学教養教育 度の 学、 理

学、 学、 学及び 学を します。

験場

医科 学 ー 学内の を

に いては、 験 に通知します。

験に する 意

験 は、 を して い。

験 は、 までに指 の 験室 験 に通知します。 に 室

して い。

験 内の に 、 験を めます。な 、 験 中での 室は め

ま 。

験に使 できるものは、 の は 、

の し 、 を く 、 、 の 、目 、 、

した の に ます。

を を 意して い。

等
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等の 度 度の場 は、 までとします。また、 の 等で

に とな た場 は、できる して い。
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学 の 者は のと です。 のい れかに しない者は理 の
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験 者に して、 、 、 及び に る を行い

ます。

験 等

            間 験 科 目 等 配

2 0 0  

1 0 0  

人 4  

は、 理的 力や 解 能力を するため、 科学の を提 し、

れに する ー に いて る。

は、医学・医療の社会的役割に いて る。

人 は、医師として とする基本的なコ ーショ 能力、 性、 ー ー

シップ、 能力、 力等を する。

人 は、 を行い、 の 一 の基 に たない場 は、 のいか に

かか ら とする。また、 は の として使 する。

験場

医科 学 ー 学内の を

に いては、 験の に通知します。

験に する 意

験 は、 を して い。

験 は、 までに指 の 験室 験の に通知しま

す。 に 室して い。

験 内の に 、 験を めます。

な 、 の 験 に通知 に した で、 験 を いますので

に 意して い。また、 験 中での 室は めま 。

験に使 できるものは、 、 し 、

を く 、 、 の 、目 、 、

した の に ます。

を を 意して い。
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発

本学 ー ー https://www.shiga-med.ac.jp/ に いて 者の 験 を し、 者には 、

した を通知する と 験の 内を します。

な 、 に る い には一 えできま 。

発

本学 ー ー https://www.shiga-med.ac.jp/ に いて 者の 験 を し、 者には

通知 及び 学 等を します。

な 、 に る い には一 えできま 。

・ に る

520-2192  滋賀 大

滋賀医科大学 学 学   077-548-2071

学   282,000

  度 267,900 [ 535,800 ]

の に いては、 者に 通知します。

の は、 は本学 の に 中に

していた とにな ます。

に いては、 を する と できます。

学中に れた場 は、 から しい を します。

の 等

学 及び には 等の 度 、 れに する 等に いては、 者に

通知します。

提 等

学 に な や の に いては、 通知 を する際に 知ら します。

留意

学 には、 験 ですので、 しない に 意して い。

本学の指 する までに 学 を しない場 は、 学 者として いま

す。

発

学 等
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験 者に して、 、 、 及び に る を行い

ます。

験 等

            間 験 科 目 等 配

200 

100 

人 4  

は、 理的 力や 解 能力を するため、 科学の を提 し、

れに する ー に いて る。

は、医学・医療の社会的役割に いて る。

人 は、医師として とする基本的なコ ーショ 能力、 性、 ー ー

シップ、 能力、 力等を する。

人 は、 を行い、 の 一 の基 に たない場 は、 のいか に

かか ら とする。また、 は の として使 する。

験場

医科 学 ー 学内の を

に いては、 験の に通知します。

験に する 意

験 は、 を して い。

験 は、 までに指 の 験室 験の に通知しま

す。 に 室して い。

験 内の に 、 験を めます。

な 、 の 験 に通知 に した で、 験 を いますので

に 意して い。また、 験 中での 室は めま 。

験に使 できるものは、 、 し 、

を く 、 、 の 、目 、 、

した の に ます。

を を 意して い。
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外国の に たない 学を は で の は、 に の

を て い。

高 学から したもの

した 学の成 したもの

した 学の

した 学のシ ス シ ス の 、P D F でも

シ ス hqny ushi@ b el l e.shiga-med.ac.jp 学 室

間

の提

520-2192 滋賀 大

滋賀医科大学 学 学   077-548-2071

は、提 れた に 行います。

の通知は、 までに、 者 てに します。

有 と められた場 は、本 に める ー を行 て

い。

人 に じた場 は、 を行います。

通知

学 に の 通知を る場 に しますので、本人

の場 には を らかにして いて い。

通知 間

の
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度学 学 験の 人成 を 験者本人の 求に基 き本人に て、 に

しますので、 者は 間内に し で い。 し は に す。

間

学 ら を し、A4 に

・本学 ー ー に に れる 学 験 人成

を ロー して い。 https://www.shiga-med.ac.jp
・ の に て られない場 には、 人成 求 と した

き 意 に、 。 験者の 、 及び を

し の を を し、 .の する とに を し

て い。

人 と した 大 に、 の のを し、 .の

へ

学 験 人成 に を

医科 学 験 者は、 き の し

成 通知 。 験者の 、 及び を し、 ・

留 の を

留意

し は に ます。

間内に 人成 たものに いて通知します。

し は 験者本人に 、 理人からの し や での し はできま 。

の際、本学 験 れない場 は できないので 意して い。

し の際に れた本学 験 は、 内 とともに します。

内

・ 者の 高 ・ ・

・ 験、 験の科目

・

験者本人 の 留 で通知します。

な 、確 等のため、通知には 間 度の 間を します。

・ い

520-2192 滋賀 大

滋賀医科大学 学 学   077-548-2071

学 人 の
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有 と められた場 は、本 に める ー を行 て

い。

人 に じた場 は、 を行います。

通知

学 に の 通知を る場 に しますので、本人

の場 には を らかにして いて い。

通知 間

の
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度 人 験 者 験者 者 学者

験

験

験

験

験

験

験

験

験

験

本学 学者 を通じて した 人 に いては、 のと いますので、 め

い。

人 に いては、 人 の に する 及び 国 学 人 医科 学 人

に基 いて います。

等に れた 、 の の 人 に いては、 学者 理、

実 、 者 、 学 を行 ために します。

学者 に いた 験成 は、 の 学者 の 成のために します。

成 ・ を での に た ては、一部の を本学から

の を た 者 、 者 とい 。 に いて行 と 、 者に

して、 した を 行するために となる 度で、 れた 人 の全部 は一

部を提供します。

等に れた 人 は、 学者の 教 学 、 学指 等 、 学

理、 学 等 、 に する を行 ために します。

学

人 の
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学

は の ール を使 し、 で に して い。

※ の は、 しないで い。

学等の に の た場 は、 に も て して

い 等の提 は です 。

は、 ・ の を して い。

学 は、 で していれ を、 には 学中で 学 の

までに で れ を、 れ れ で で い。な 、 学 の

までに しない場 は、 です。

の 等 の 等 には、 も なもの に を して い。

コー は、 ー の コー を の え して い。

通知を る場 と の も して い。 と じ場

は と して い。

な 、 の は、 者本人と の 人の を して い。

ら の 学 ・ 等 は、 に じて 行 を して

もかまいま 。な 、 れでも ききれない場 は、 に と 目を して

い。

1 0 ら の 学 は、学部及び学科等まで して い 等と 。

1 1 ら の 学 は、 の 間 かる に して い 高等学 を

。

1 2 の 、 れ の 等に の え、 に して い。

の に て、 コ 等を いて 成して い。

※ の は、 しないで い。

は し く 。

で して い。

類 の
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学 学

学 の

医
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医 門

高

か
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学 科
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